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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円盤状の記録媒体に対し、情報光と参照光とが重なるように照射スポットを形成し、こ
の照射スポットに対応する単位区画ごとにホログラムを記録する一方、記録済みの複数の
上記単位区画に対し、参照光のみの照射スポットを相対的に移動させるとともに同位置に
一旦停止させ、その停止ごとにこれらの単位区画から出射する光に基づいてホログラムを
再生するホログラム記録再生装置であって、
　上記記録媒体を双方向に回転させる回転駆動手段と、
　上記記録媒体の径方向に沿って上記照射スポットを往復可能に移動させる照射スポット
移動手段と、
　上記単位区画ごとにホログラムを記録する際、これら単位区画の位置を表したアドレス
情報を上記記録媒体に書き込むアドレス情報書き込み手段と、
　上記記録済みの複数の単位区画からホログラムを再生する際、上記アドレス情報を上記
記録媒体から読み出すアドレス情報読み出し手段と、
　読み出した上記アドレス情報に基づき、上記参照光のみの照射スポットを上記複数の単
位区画に順次合わせ、この照射スポットを現単位区画から回転方向および径方向にずれた
次の単位区画へと相対移動させる場合、上記記録媒体をいずれか一方向に半回転以内をも
って回転させるとともに、それと同時に上記照射スポットを径方向に所定量移動させる照
射位置制御手段と、
　を備えていることを特徴とする、ホログラム記録再生装置。



(2) JP 4426520 B2 2010.3.3

10

20

30

40

50

【請求項２】
　球状の記録媒体に対し、情報光と参照光とが重なるように照射スポットを形成し、この
照射スポットに対応する単位区画ごとにホログラムを記録する一方、記録済みの複数の上
記単位区画に対し、参照光のみの照射スポットを相対的に移動させるとともに同位置に一
旦停止させ、その停止ごとにこれらの単位区画から出射する光に基づいてホログラムを再
生するホログラム記録再生装置であって、
　上記記録媒体を所定軸を中心として双方向に回転させる回転駆動手段と、
　上記所定軸の方向に沿って上記照射スポットを往復可能に移動させる照射スポット移動
手段と、
　上記単位区画ごとにホログラムを記録する際、これら単位区画の位置を表したアドレス
情報を上記記録媒体に書き込むアドレス情報書き込み手段と、
　上記記録済みの複数の単位区画からホログラムを再生する際、上記アドレス情報を上記
記録媒体から読み出すアドレス情報読み出し手段と、
　読み出した上記アドレス情報に基づき、上記参照光のみの照射スポットを上記複数の単
位区画に順次合わせ、この照射スポットを現単位区画から回転方向および上記所定軸の方
向にずれた次の単位区画へと相対移動させる場合、上記記録媒体をいずれか一方向に半回
転以内をもって回転させるとともに、それと同時に上記照射スポットを上記所定軸の方向
に所定量移動させる照射位置制御手段と、
　を備えていることを特徴とする、ホログラム記録再生装置。
【請求項３】
　上記回転駆動手段は、超音波モータからなる、請求項１または２に記載のホログラム記
録再生装置。
【請求項４】
　円盤状の記録媒体に対し、情報光と参照光とが重なるように照射スポットを形成し、こ
の照射スポットに対応する単位区画ごとにホログラムを記録する一方、記録済みの複数の
上記単位区画に対し、参照光のみの照射スポットを相対的に移動させるとともに同位置に
一旦停止させ、その停止ごとにこれらの単位区画から出射する光に基づいてホログラムを
再生するホログラム記録再生方法であって、
　上記記録媒体を双方向に回転させる回転駆動手段と、上記記録媒体の径方向に沿って上
記照射スポットを往復可能に移動させる照射スポット移動手段とを用い、
　上記単位区画ごとにホログラムを記録する際、これら単位区画の位置を表したアドレス
情報を上記記録媒体に書き込むアドレス情報書き込みステップと、
　上記記録済みの複数の単位区画からホログラムを再生する際、上記アドレス情報を上記
記録媒体から読み出すアドレス情報読み出しステップと、
　読み出した上記アドレス情報に基づき、上記参照光のみの照射スポットを上記複数の単
位区画に順次合わせ、この照射スポットを現単位区画から回転方向および径方向にずれた
次の単位区画へと相対移動させる場合、上記記録媒体をいずれか一方向に半回転以内をも
って回転させるとともに、それと同時に上記照射スポットを径方向に所定量移動させる照
射位置制御ステップと、
　を実行することを特徴とする、ホログラム記録再生方法。
【請求項５】
　球状の記録媒体に対し、情報光と参照光とが重なるように照射スポットを形成し、この
照射スポットに対応する単位区画ごとにホログラムを記録する一方、記録済みの複数の上
記単位区画に対し、参照光のみの照射スポットを相対的に移動させるとともに同位置に一
旦停止させ、その停止ごとにこれらの単位区画から出射する光に基づいてホログラムを再
生するホログラム記録再生方法であって、
　上記記録媒体を所定軸を中心として双方向に回転させる回転駆動手段と、上記所定軸の
方向に沿って上記照射スポットを往復可能に移動させる照射スポット移動手段とを用い、
　上記単位区画ごとにホログラムを記録する際、これら単位区画の位置を表したアドレス
情報を上記記録媒体に書き込むアドレス情報書き込みステップと、
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　上記記録済みの複数の単位区画からホログラムを再生する際、上記アドレス情報を上記
記録媒体から読み出すアドレス情報読み出しステップと、
　読み出した上記アドレス情報に基づき、上記参照光のみの照射スポットを上記複数の単
位区画に順次合わせ、この照射スポットを現単位区画から回転方向および上記所定軸の方
向にずれた次の単位区画へと相対移動させる場合、上記記録媒体をいずれか一方向に半回
転以内をもって回転させるとともに、それと同時に上記照射スポットを上記所定軸の方向
に所定量移動させる照射位置制御ステップと、
　を実行することを特徴とする、ホログラム記録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホログラムを記録するとともに再生するためのホログラム記録再生装置およ
びホログラム記録再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のホログラム記録再生装置としては、たとえば特許文献１に開示されたものがある
。この種のホログラム記録再生装置は、基本的には次のような構成からなる。すなわち、
ホログラム記録再生装置は、レーザ光源から出射したレーザ光を情報光と参照光とに分離
し、一方の情報光を空間光変調器で変調して円盤状の記録媒体（ディスク）に照射すると
ともに、他方の参照光をディスク上で情報光と重なるように照射スポットを形成する。こ
れにより、照射スポットと対応する単位区画には、情報光と参照光とが干渉することで干
渉縞としてのホログラムが記録される。このような照射スポットを相対移動させるように
ディスクを一定角度ずつ回転させ、ディスクを停止させるごとに照射スポットを形成する
と、多数の単位区画がディスクの周方向に一定のピッチでトラックをなすように形成され
る。
【０００３】
　再生時にホログラムを読み出す場合には、一般的な光磁気ディスク装置などのシーク動
作と同様に、所望とする単位区画のトラックに参照光のみの照射スポットを合わせ、その
後、ディスクを一定方向に単位区画のピッチに応じた角度ずつ回転させる。そうして単位
区画ごとに参照光のみの照射スポットを合わせ、各単位区画から発せられる再生光を受光
することで所望とするホログラムが再生される。複数の単位区画からホログラムを順番に
再生する場合には、上記したような動作が繰り返し行われる。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２１６３５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来のホログラム記録再生装置では、再生時にディスクを一旦停止
させながら照射スポットを単位区画に合わせ、その停止ごとに所望とする情報を含むホロ
グラムであるか否かを判定している。このとき、記録媒体は、常に決まった方向に回転さ
せられるので、たとえば現単位区画に対して次に再生すべき単位区画へと照射スポットを
相対移動させる際、シーク時間に加えて最大で１回転分の回転待ち時間が発生しうる。そ
のため、従来のホログラム記録再生装置は、一般的な光磁気ディスク装置などと比べてア
クセスタイムが相当長くなっており、このような点でアクセスの高速化を図る余地があっ
た。
【０００６】
　本発明は、上記した事情のもとで考え出されたものである。本発明は、アクセスタイム
をできる限り短くすることができるホログラム記録再生装置およびホログラム記録再生方
法を提供することをその課題としている。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明では、次の技術的手段を講じている。
【０００８】
　本発明の第１の側面により提供されるホログラム記録再生装置は、円盤状の記録媒体に
対し、情報光と参照光とが重なるように照射スポットを形成し、この照射スポットに対応
する単位区画ごとにホログラムを記録する一方、記録済みの複数の上記単位区画に対し、
参照光のみの照射スポットを相対的に移動させるとともに同位置に一旦停止させ、その停
止ごとにこれらの単位区画から出射する光に基づいてホログラムを再生するホログラム記
録再生装置であって、上記記録媒体を双方向に回転させる回転駆動手段と、上記記録媒体
の径方向に沿って上記照射スポットを往復可能に移動させる照射スポット移動手段と、上
記単位区画ごとにホログラムを記録する際、これら単位区画の位置を表したアドレス情報
を上記記録媒体に書き込むアドレス情報書き込み手段と、上記記録済みの複数の単位区画
からホログラムを再生する際、上記アドレス情報を上記記録媒体から読み出すアドレス情
報読み出し手段と、読み出した上記アドレス情報に基づき、上記参照光のみの照射スポッ
トを上記複数の単位区画に順次合わせ、この照射スポットを現単位区画から回転方向およ
び径方向にずれた次の単位区画へと相対移動させる場合、上記記録媒体をいずれか一方向
に半回転以内をもって回転させるとともに、それと同時に上記照射スポットを径方向に所
定量移動させる照射位置制御手段と、を備えていることを特徴としている。
【０００９】
　本発明の第２の側面により提供されるホログラム記録再生装置は、球状の記録媒体に対
し、情報光と参照光とが重なるように照射スポットを形成し、この照射スポットに対応す
る単位区画ごとにホログラムを記録する一方、記録済みの複数の上記単位区画に対し、参
照光のみの照射スポットを相対的に移動させるとともに同位置に一旦停止させ、その停止
ごとにこれらの単位区画から出射する光に基づいてホログラムを再生するホログラム記録
再生装置であって、上記記録媒体を所定軸を中心として双方向に回転させる回転駆動手段
と、上記所定軸の方向に沿って上記照射スポットを往復可能に移動させる照射スポット移
動手段と、上記単位区画ごとにホログラムを記録する際、これら単位区画の位置を表した
アドレス情報を上記記録媒体に書き込むアドレス情報書き込み手段と、上記記録済みの複
数の単位区画からホログラムを再生する際、上記アドレス情報を上記記録媒体から読み出
すアドレス情報読み出し手段と、読み出した上記アドレス情報に基づき、上記参照光のみ
の照射スポットを上記複数の単位区画に順次合わせ、この照射スポットを現単位区画から
回転方向および上記所定軸の方向にずれた次の単位区画へと相対移動させる場合、上記記
録媒体をいずれか一方向に半回転以内をもって回転させるとともに、それと同時に上記照
射スポットを上記所定軸の方向に所定量移動させる照射位置制御手段と、を備えているこ
とを特徴としている。
【００１０】
　好ましくは、上記回転駆動手段は、超音波モータからなる。
【００１１】
　本発明の第３の側面により提供されるホログラム記録再生方法は、円盤状の記録媒体に
対し、情報光と参照光とが重なるように照射スポットを形成し、この照射スポットに対応
する単位区画ごとにホログラムを記録する一方、記録済みの複数の上記単位区画に対し、
参照光のみの照射スポットを相対的に移動させるとともに同位置に一旦停止させ、その停
止ごとにこれらの単位区画から出射する光に基づいてホログラムを再生するホログラム記
録再生方法であって、上記記録媒体を双方向に回転させる回転駆動手段と、上記記録媒体
の径方向に沿って上記照射スポットを往復可能に移動させる照射スポット移動手段とを用
い、上記単位区画ごとにホログラムを記録する際、これら単位区画の位置を表したアドレ
ス情報を上記記録媒体に書き込むアドレス情報書き込みステップと、上記記録済みの複数
の単位区画からホログラムを再生する際、上記アドレス情報を上記記録媒体から読み出す
アドレス情報読み出しステップと、読み出した上記アドレス情報に基づき、上記参照光の
みの照射スポットを上記複数の単位区画に順次合わせ、この照射スポットを現単位区画か
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ら回転方向および径方向にずれた次の単位区画へと相対移動させる場合、上記記録媒体を
いずれか一方向に半回転以内をもって回転させるとともに、それと同時に上記照射スポッ
トを径方向に所定量移動させる照射位置制御ステップと、を実行することを特徴としてい
る。
【００１２】
　本発明の第４の側面により提供されるホログラム記録再生方法は、球状の記録媒体に対
し、情報光と参照光とが重なるように照射スポットを形成し、この照射スポットに対応す
る単位区画ごとにホログラムを記録する一方、記録済みの複数の上記単位区画に対し、参
照光のみの照射スポットを相対的に移動させるとともに同位置に一旦停止させ、その停止
ごとにこれらの単位区画から出射する光に基づいてホログラムを再生するホログラム記録
再生方法であって、上記記録媒体を所定軸を中心として双方向に回転させる回転駆動手段
と、上記所定軸の方向に沿って上記照射スポットを往復可能に移動させる照射スポット移
動手段とを用い、上記単位区画ごとにホログラムを記録する際、これら単位区画の位置を
表したアドレス情報を上記記録媒体に書き込むアドレス情報書き込みステップと、上記記
録済みの複数の単位区画からホログラムを再生する際、上記アドレス情報を上記記録媒体
から読み出すアドレス情報読み出しステップと、読み出した上記アドレス情報に基づき、
上記参照光のみの照射スポットを上記複数の単位区画に順次合わせ、この照射スポットを
現単位区画から回転方向および上記所定軸の方向にずれた次の単位区画へと相対移動させ
る場合、上記記録媒体をいずれか一方向に半回転以内をもって回転させるとともに、それ
と同時に上記照射スポットを上記所定軸の方向に所定量移動させる照射位置制御ステップ
と、を実行することを特徴としている。
【００１３】
　このような構成によれば、複数の単位区画からホログラムを再生する場合、現単位区画
から次の単位区画へと最短経路に沿って照射スポットを相対移動させるので、たとえば円
盤状の記録媒体を双方向に回転させるものでは、シーク動作と同時にこの記録媒体をいず
れか一方向に最大でも半回転まで回転させればよく、これによりアクセスタイムをできる
限り短くすることができる。
【００１４】
　本発明のその他の特徴および利点は、添付図面を参照して以下に行う詳細な説明によっ
て、より明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を、図面を参照して具体的に説明する。図１～７は
、本発明に係るホログラム記録再生装置の一実施形態を示している。
【００１６】
　図１に示すように、ホログラム記録再生装置は、記録媒体Ｂに対して位相コード多重方
式によりホログラムを多重記録するとともに、記録されたホログラムを再生可能に構成さ
れたものである。このホログラム記録再生装置は、光源１、コリメータレンズ２、第１ビ
ームスプリッタ３、ビームエキスパンダ４Ａ，４Ｂ、空間光変調器５、第２ビームスプリ
ッタ６、第１対物レンズ７、第３ビームスプリッタ８、再生用受光センサ９、サーボ用の
集光レンズ１０Ａ、サーボ用受光センサ１０、反射板１１Ａ，１１Ｂ、位相変調器２０、
第４ビームスプリッタ２１、第２対物レンズ２２、およびスピンドルモータ３０を有して
構成されている。第１対物レンズ７および第２対物レンズ２２などといった主要な光学要
素は、光学ユニットＡに組み込まれている。図２に示すように、電気的な構成としては、
全体の動作を制御するための制御コンピュータ５０を備えており、この制御コンピュータ
５０には、インターフェース５１を介して光源１、空間光変調器５、再生用受光センサ９
、サーボ用受光センサ１０、位相変調器２０、スピンドルモータ３０、および光学ユニッ
ト駆動機構４０が接続されている。
【００１７】
　記録媒体Ｂは、支持基板層１００、反射層１０１、ホログラム記録層１０２、および透
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明基板層１０３をその順に積層した構造をもち、円盤状に形成されたものである。ホログ
ラム記録層１０２には、情報光と参照光とが重なるように照射されることで干渉縞（ペー
ジパターン）からなるホログラムが記録される。ホログラムが記録された部分（照射スポ
ットＬｓに対応する部分）は、図３に示すように単位区画Ｓをなしており、多数の単位区
画Ｓは、同心円状のトラックＴを形成している。なお、トラックＴに沿って隣接する単位
区画Ｓは、同図に示すように間隔をあけていてもよいし、あるいは部分的に重なってもよ
い。反射層１０１には、エンボスピットが形成されており（図示略）、このエンボスピッ
トによる反射光の変化をサーボ用受光センサ１０が検知することにより、トラック制御や
フォーカス制御、さらにはチルト制御といったサーボ制御が行われる。
【００１８】
　光源１は、たとえば半導体レーザ素子からなり、比較的帯域が狭く干渉性の高いレーザ
光を出射する。コリメータレンズ２は、光源１から出射したレーザ光を平行光に変換する
。コリメータレンズ２から出射した平行光は、第１ビームスプリッタ３によって情報光と
参照光に分離される。情報光は、ビームエキスパンダ４Ａ，４Ｂによってビーム径が拡大
された後、空間光変調器５に入射する。参照光は、反射板１１Ａ，１１Ｂおよび第４ビー
ムスプリッタ２１を通って位相変調器２０に入射する。
【００１９】
　空間光変調器５は、記録すべき情報を２次元の画素パターンを表す光に変換するもので
あり、たとえば透過型の液晶デバイスからなる。空間光変調器５から出射した情報光は、
第２ビームスプリッタ６を透過し、さらに第１対物レンズ７で収束されて記録媒体Ｂに照
射される。図３に示すように、記録媒体Ｂ上においては、情報光が照射されることで照射
スポットＬｓが形成され、照射スポットＬｓに対応する位置には、単位区画Ｓが形成され
る。記録時には、反射層１０１のエンボスピットで反射した光が第１対物レンズ７、第２
ビームスプリッタ６、第３ビームスプリッタ８、および集光レンズ１０Ａを通ってサーボ
用受光センサ１０に受光される。これにより、記録媒体Ｂに対して情報光の照射スポット
Ｌｓが適切に調整される。このような記録時において情報光を照射する際には、記録媒体
Ｂが一旦停止した状態とされる。
【００２０】
　位相変調器２０は、参照光を所定の位相パターンの光に変換するものであり、たとえば
デフォーマブルミラーデバイスからなる。記録時において、位相変調器２０から出射した
参照光は、再び第４ビームスプリッタ２１を通り、さらに第２対物レンズ２２で収束され
て記録媒体Ｂ上で情報光の照射スポットＬｓと重なるように照射される。この参照光によ
る照射スポットＬｓは、情報光と重なるように単位区画Ｓごとに形成される。このような
位相変調器２０によれば、参照光の位相パターンを変化させることにより、同一の単位区
画Ｓでも異なる干渉縞パターンのホログラムを多重記録することができる。これにより、
位相コード多重方式が実現されている。再生時には、参照光のみの照射スポットＬｓが単
位区画Ｓに合わされ、参照光がホログラムと干渉することで再生光が生じる。再生光は、
第１対物レンズ７、第２ビームスプリッタ６、および第３ビームスプリッタ８を通って再
生用受光センサ９に受光される。これにより、ホログラムとして記録された情報が光学的
に読み出される。このような再生時において参照光を照射する際にも、記録媒体Ｂが一旦
停止した状態とされる。
【００２１】
　スピンドルモータ３０は、たとえば双方向に回転可能な超音波モータからなり、高精度
に位置制御が可能な特性をもつほか、電源供給を止めても保磁力を持ち続けるといった自
己保持特性をもつ。このような回転駆動手段としてのスピンドルモータ３０によれば、記
録媒体Ｂの回転および停止を交互に繰り返し行うことができ、図３に示すように記録媒体
Ｂを時計回りおよび反時計回りのいずれの方向にも回転させることができる。
【００２２】
　光学ユニットＡは、光学ユニット駆動機構４０によって記録媒体Ｂの径方向に移動させ
られるように構成されている。これにより、記録時や再生時においては、図３に示すよう
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に、照射スポットＬｓが記録媒体Ｂの半径ｒ上を往復移動させられる。このような光学ユ
ニット駆動機構４０は、照射スポット移動手段を実現している。
【００２３】
　制御コンピュータ５０は、光源１、空間光変調器５、再生用受光センサ９、サーボ用受
光センサ１０、位相変調器２０、スピンドルモータ３０、および光学ユニット駆動機構４
０を記録時や再生時に制御している。たとえば記録時においては、制御コンピュータ５０
の制御によって記録情報に応じたホログラムが単位区画Ｓに記録されるとともに、その単
位区画Ｓの記録媒体Ｂ上における位置を表したアドレス情報がアドレス用単位区画Ｓａ（
図３参照）に記録される。アドレス情報としては、たとえば予め規定されたトラックＴ上
の基点から単位区画Ｓまでのトラック数や角度などが該当する。再生時には、再生すべき
所望とする単位区画Ｓのアドレス情報がアドレス用単位区画Ｓａから読み出され、その後
、照射スポットＬｓが所望とする単位区画Ｓに合わせられる。これにより、所望とする単
位区画Ｓのホログラムが再生される。このような制御コンピュータ５０は、アドレス情報
書き込み手段、アドレス情報読み出し手段、および照射位置制御手段を実現している。
【００２４】
　次に、記録時および再生時の動作について説明する。
【００２５】
　図４に示すようにホログラムを記録する場合、制御コンピュータ５０は、ホログラムを
所定の単位区画Ｓに記録するのに先立ち、その単位区画Ｓのアドレス情報をアドレス用単
位区画Ｓａに書き込む（Ｓ１）。
【００２６】
　そうした後、制御コンピュータ５０は、上記アドレス情報に基づき、光学ユニットＡを
所定位置まで移動させるとともに、それと同時に記録媒体Ｂを所定量回転させる（Ｓ２）
。これにより、ホログラムを記録しようとする所定の単位区画Ｓは、照射スポットＬｓが
形成される位置に合って停止した状態となる。
【００２７】
　その後、制御コンピュータ５０は、情報光および参照光を重ねるように照射し、これら
の照射スポットＬｓを上記単位区画Ｓに対して実際に当てることでホログラムを記録する
（Ｓ３）。
【００２８】
　さらに記録すべきホログラムがない場合（Ｓ４：ＹＥＳ）、制御コンピュータ５０は、
この記録処理を終える。
【００２９】
　Ｓ４において、たとえば別の単位区画Ｓに記録すべきホログラムがある場合（Ｓ４：Ｎ
Ｏ）、制御コンピュータ５０は、Ｓ１に戻って一連の処理を行う。このとき、一般的には
、直前に記録した単位区画Ｓと同一のトラックＴ上で隣接するように次の単位区画Ｓが形
成される。同一のトラックＴ上に単位区画Ｓを形成する余地がない場合には、他の空いて
いるトラックＴ上に照射スポットＬｓの位置が移動させられる。なお、複数の単位区画に
ホログラムを記録する場合には、最初にこれらのアドレス情報をまとめて書き込んでおき
、その後、各単位区画に対して順番にホログラムを記録するようにしてもよい。
【００３０】
　上記のようにして単位区画に記録されたホログラムを再生する場合、図５に示すように
、制御コンピュータ５０は、所望とする単位区画Ｓ１（図６参照）のアドレス情報をアド
レス用単位区画Ｓａから読み出す（Ｓ１１）。このとき、所望とする単位区画が複数ある
場合には、それらのアドレス情報がまとめて読み出される。
【００３１】
　次に、制御コンピュータ５０は、読み出したアドレス情報に基づき、シーク動作として
光学ユニットＡを所定位置まで移動させるとともに、それと同時に記録媒体Ｂを所定量回
転させる（Ｓ１２）。これにより、ホログラムを再生しようとする所望の単位区画Ｓ１は
、照射スポットＬｓが形成される位置に合って停止した状態となる。
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【００３２】
　その後、制御コンピュータ５０は、参照光のみを照射することで所望とする単位区画Ｓ
１に対して実際に照射スポットＬｓを当て、この単位区画Ｓ１からホログラムを再生する
（Ｓ１３）。
【００３３】
　さらに再生すべき単位区画がない場合（Ｓ１４：ＹＥＳ）、制御コンピュータ５０は、
この再生処理を終える。
【００３４】
　Ｓ１４において、たとえば別の単位区画に再生すべきホログラムがある場合（Ｓ１４：
ＮＯ）、制御コンピュータ５０は、Ｓ１２に戻って一連の処理を行う。
【００３５】
　このとき、一例として図６に示すように、照射スポットＬｓに位置合わせされた現単位
区画Ｓ１がトラックＴ１上にある一方、次に再生すべき単位区画Ｓ２が別のトラックＴ２
上にあり、しかも、次の単位区画Ｓ２が現単位区画Ｓ１から時計回りの方向に見て近い側
にあるとする。このような場合、制御コンピュータ５０は、光学ユニットＡを所定位置ま
で移動させるシーク動作を行うことで照射スポットＬｓの位置をトラックＴ２に合わせ、
それと同時に記録媒体Ｂを反時計回りの方向に所定量回転させる。その結果、照射スポッ
トＬｓは、現単位区画Ｓ１から次の単位区画Ｓ２へと最短経路Ｃに沿って相対的に移動さ
せられたような状態となる。
【００３６】
　また、他の例として図７に示すように、次に再生すべき単位区画Ｓ２’がトラックＴ２
上にあって、この単位区画Ｓ２’が現単位区画Ｓ１から反時計回りの方向に見て近い側に
あるとする。このような場合には、照射スポットＬｓの位置がシーク動作によってトラッ
クＴ２に合わせられるのと同時に、記録媒体Ｂが上記の場合とは逆に時計回りの方向に所
定量回転させられる。これにより、照射スポットＬｓは、現単位区画Ｓ１から次の単位区
画Ｓ２’へと最短経路Ｃ’に沿って相対的に移動させられたような状態となる。
【００３７】
　すなわち、制御コンピュータ５０は、次に再生すべき単位区画の位置に応じて記録媒体
Ｂの回転方向を切り替えており、記録媒体Ｂは、常に半回転以内で回転させられる。これ
により、複数の単位区画からホログラムを再生する場合には、記録媒体Ｂが回転および停
止を交互に繰り返すものの、各単位区画に対して照射スポットＬｓが迅速に順次合わせら
れ、記録媒体を一定方向にのみ回転させる場合よりも回転待ち時間が総じて短い。また、
シーク動作を行う際には、記録媒体Ｂの回転が同時に行われるため、アクセスタイムが相
当短縮される。
【００３８】
　したがって、本実施形態のホログラム記録再生装置によれば、再生時にアクセスする単
位区画の位置に応じて記録媒体Ｂの回転方向が切り替えられ、記録媒体Ｂの回転量は最大
でも半回転までであり、しかも、シーク動作と同時に記録媒体Ｂが回転させられるので、
再生時のアクセスに要する平均的なアクセスタイムをできる限り短くすることができる。
【００３９】
　図８は、本発明に係るホログラム記録再生装置の他の実施形態を示している。なお、先
述した実施形態と同一または類似の構成要素については、同一符号を付してその説明を省
略する。
【００４０】
　図８に示すホログラム記録再生装置は、球状の記録媒体Ｂ’に対してアクセスを行うよ
うに構成されている。具体的に、記録媒体Ｂ’は、スピンドルモータ３０の回転軸３０Ａ
に支持されており、この回転軸３０Ａを中心として双方向に回転可能となっている。トラ
ックＴ１，Ｔ２は、記録媒体Ｂ’の表面に沿って回転軸３０Ａを中心として形成されるよ
うになっている。光学ユニットＡは、記録媒体Ｂ’の表面と一定の距離を保ちながら回転
軸３０Ａに沿う軌道ｐ上を往復移動させられるように構成されている。



(9) JP 4426520 B2 2010.3.3

10

20

30

40

50

【００４１】
　このような球状の記録媒体Ｂ’に対してホログラムの記録や再生を行う場合も、先述し
た実施形態によるものと同様の手順で各単位区画Ｓ１，Ｓ２，Ｓ２’にアクセスが行われ
る。
【００４２】
　すなわち、照射スポットに位置合わせされた現単位区画Ｓ１がトラックＴ１上にある一
方、次に再生すべき単位区画Ｓ２が別のトラックＴ２上にあり、しかも、記録媒体Ｂ’の
上方から見て、次の単位区画Ｓ２が現単位区画Ｓ１から時計回りの方向に見て近い側にあ
るとする。このような場合、光学ユニットＡは、シーク動作によって軌道ｐ上の所定位置
まで移動させられ（図８の仮想線に着目）、これにより照射スポットの位置がトラックＴ
２に合わせられるとともに、それと同時に記録媒体Ｂ’が反時計回りの方向に所定量回転
させられる。その結果、照射スポットは、現単位区画Ｓ１から次の単位区画Ｓ２へと記録
媒体Ｂ’の表面に沿った最短経路を辿って相対的に移動させられたような状態となる。
【００４３】
　また、次に再生すべき単位区画Ｓ２’がトラックＴ２上にあって、この単位区画Ｓ２’
が現単位区画Ｓ１から反時計回りの方向に見て近い側にあるとする。このような場合、照
射スポットの位置がシーク動作によってトラックＴ２に合わせられるのと同時に、記録媒
体Ｂが上記の場合とは逆に時計回りの方向に所定量回転させられる。これにより、照射ス
ポットは、現単位区画Ｓ１から次の単位区画Ｓ２’へと記録媒体Ｂ’の表面に沿った最短
経路を辿って相対的に移動させられたような状態となる。
【００４４】
　すなわち、本実施形態のように球状の記録媒体Ｂ’を用いた場合でも、次に再生すべき
単位区画の位置に応じて記録媒体Ｂ’の回転方向が切り替えられ、この記録媒体Ｂ’は、
常に半回転以内で回転させられる。そのため、複数の単位区画からホログラムを再生する
場合には、記録媒体Ｂ’が回転および停止を交互に繰り返すものの、各単位区画に対して
照射スポットが迅速に順次合わせられ、このような球状の記録媒体を一定方向にのみ回転
させる場合よりも回転待ち時間が総じて短くなっている。また、シーク動作を行う際にお
いても、記録媒体Ｂ’の回転が同時に行われるため、アクセスタイムが相当短縮される。
【００４５】
　したがって、本実施形態のように球状の記録媒体Ｂ’に対したホログラム記録再生装置
によっても、再生時にアクセスする単位区画の位置に応じて記録媒体Ｂ’の回転方向が切
り替えられ、記録媒体Ｂ’の回転量は最大でも半回転までであり、しかも、シーク動作と
同時に記録媒体Ｂ’が回転させられるので、再生時のアクセスに要する平均的なアクセス
タイムをできる限り短くすることができる。
【００４６】
　なお、本発明は、上記の実施形態に限定されるものではない。
【００４７】
　上記の各実施形態では、光学ユニットを往復移動可能に構成しているが、たとえば円盤
状の記録媒体に対応するものでは、固定した光学ユニットに対してスピンドルモータを記
録媒体の径方向に往復移動させるように構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明に係るホログラム記録再生装置の一実施形態を示す模式図である。
【図２】図１に示すホログラム記録再生装置の電気的な構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示すホログラム記録再生装置の全体的な動作を説明するための説明図であ
る。
【図４】図１に示すホログラム記録再生装置の記録時の動作手順を説明するためのフロー
チャートである。
【図５】図１に示すホログラム記録再生装置の再生時の動作手順を説明するためのフロー
チャートである。
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【図６】図１に示すホログラム記録再生装置の再生時の動作を説明するための説明図であ
る。
【図７】図１に示すホログラム記録再生装置の再生時の動作を説明するための説明図であ
る。
【図８】本発明に係るホログラム記録再生装置の他の実施形態を示す模式図である。
【符号の説明】
【００４９】
　Ａ　　　　　　　　　　　光学ユニット
　Ｂ，Ｂ’　　　　　　　　記録媒体
　Ｌｓ　　　　　　　　　　照射スポット
　Ｓ，Ｓ１，Ｓ２，Ｓ２’　単位区画
　Ｓａ　　　　　　　　　　アドレス用単位区画
　３０　　　　　　　　　　スピンドルモータ
　５０　　　　　　　　　　制御コンピュータ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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